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（訂正）「2022 年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について 

 

当社は、2022 年５月 16 日に公表しました「2022 年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」につきまして訂正があ

りましたのでお知らせいたします。 

なお、訂正箇所は下線を付して表示しております。数値データの訂正はありません。 

 

 

記 

 

１．訂正の理由 

「2022 年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の提出後に、記載内容の一部に訂正すべき事項があること

が判明いたしましたので、訂正いたします。 

 

２．訂正の内容 

（添付資料 16 ページ） 

【訂正前】 

(5)連結財務諸表に関する注記事項 

（会計方針の変更） 

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

～ 省 略 ～ 

   この結果、収益認識会計基準等の適用を行う前と比べて、当連結会計年度の連結貸借対照表は、売掛金が

102 百万円、流動資産のその他が 280 百万円、投資その他の資産のその他が 1,039 百万円、支払手形及び

買掛金が 141 百万円、契約負債が 1,705 百万円それぞれ増加し、流動負債のその他が 425 百万円減少して

おります。当連結会計年度の連結損益計算書は、売上高が 1,408 百万円、売上原価が 1,408 百万円、販売

費及び一般管理費が 10 百万円それぞれ減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益がそれぞ

れ 10 百万円増加しております。当連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書は、税金等調整前当期純

利益が 10 百万円増加しております。当連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことによ

り、連結株主資本等変動計算書の利益剰余金の期首残高は４百万円減少しております。 

～ 省 略 ～ 

 

【訂正後】 

(5)連結財務諸表に関する注記事項 

（会計方針の変更） 

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

～ 省 略 ～ 

この結果、収益認識会計基準等の適用を行う前と比べて、当連結会計年度の連結貸借対照表は、売掛金

が 102 百万円、流動資産のその他が 280 百万円、投資その他の資産のその他が 1,039 百万円、支払手形及

び買掛金が 141 百万円、契約負債が 1,705 百万円それぞれ増加し、流動負債のその他が 425 百万円減少し

ております。当連結会計年度の連結損益計算書は、売上高が 1,515 百万円、売上原価が 1,515 百万円、販

売費及び一般管理費が 10 百万円それぞれ減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益がそれ

ぞれ 10 百万円増加しております。当連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書は、税金等調整前当期

純利益が 10 百万円増加しております。当連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことに

より、連結株主資本等変動計算書の利益剰余金の期首残高は４百万円減少しております。 

～ 省 略 ～ 

 

以上 


